（別紙１）
東北地区西洋古典資料保存講習会実施要領

1. 開催の趣旨
　本講習会では、講義・実演を通して資料の劣化や破損への対策を学び、東北地区の大学図書館間で資料保存のノウハウを共有することを目指す。
今回は① 講習と② 見学の二部構成とし、① 講習では東北大学から西洋古典資料管理の事例報告、一橋大学から西洋古典資料保存の講演と実演を行う。一橋大学は西洋古典資料の保存・修復の豊富な経験と高い技術を有し、そのノウハウは古典資料ばかりでなく、図書全般の保存管理に有用である。② 見学では、西洋古典原資料に接する機会として、開催中の東北大学附属図書館平成30年度企画展「西洋古典への扉」および本学準貴重書庫の見学を行う。
（参考）東北大学附属図書館平成30年度企画展「西洋古典への扉」
http://www.library.tohoku.ac.jp/news/2018/20181005.html

2. 日程・会場
2018年11月16日(金)　 
東北大学附属図書館 本館2階大会議室

3. プログラム

	11:10-11:30
	
	受付
	

	11:30-11:35
	
	開会挨拶
	東北大学附属図書館事務部長
加藤 晃一

	11:35-11:50
	①講習
	概要説明；「西洋古典資料の保存に関する拠点およびネットワーク形成事業」
	一橋大学学術・図書部長
鈴木 宏子

	11:50-12:30
	
	事例報告：「東北大学における古典資料の保存と課題」
	東北大学
附属図書館　菊地 良直

	12:30-13:30
	
	休憩
	

	13:30-15:30
	
	[bookmark: _GoBack]講義・実演：『「本を残すために」一橋大学社会科学古典資料センター保存修復工房の取組』
	一橋大学
学術・図書部　山下 泰史 
社会科学古典資料センター
保存修復工房　篠田 飛鳥

	15:30-15:45
	
	休憩
	

	15:50-16:50
	②見学
	書庫見学
企画展見学
	（企画展ギャラリートーク）
東北大学総合学術博物館
小川 知幸

	16:55-17:00
	
	閉会
	



4. 受講対象
東北地区大学図書館職員

5. 開催
主催：東北大学附属図書館、一橋大学社会科学古典資料センター、一橋大学附属図書館
協力：東北地区大学図書館協議会（研修部会）
